
中毒診療の”最初の一手”が
患者の予後を左右する
本コースでは
病院前診療からER初療までを想定し
中毒を疑う・評価する・対応する力を
E-learning・SGD・Hands-on・症例検討を
通して実践的に学びます

―“疑う”から”初期対応”まで体験的に学ぶー

実践的なハイブリッド学習 Hands-onで“体験”する学び 症例ベースの少人数討議

E-learningで基礎知識を事前に学び

対面での実践・討議で理解を深化

実際の機材に触れながら学べる充実

のHands-on trainingを実施します

SGD（Small Group Discussion）や

症例検討を通して現場での思考力を強化

対面コース

尿中検査キット・個人防護具など

✔ 急性中毒の初期診療フロー ✔ 拮抗薬と患者搬送時の注意点

✔ 中毒をいかに疑うのか ✔ 情報収集の方法と注意点

✔ PPEと除染について
✔ 中毒における情報源と

中毒情報センターの役割

✔ ABCDEの評価と安定化 ✔ 分析の基本

✔ トキシドローム
✔ 根本治療の基礎知識：

消化管除染・強制利尿・血液浄化

8:30 ー8:40 開会の挨拶

8:40 ー10:50 各論Lecture 
Small Group Discussion (SGD)
Hands-on Training

10:50 ー11:00 休憩

11:00 ー11:30 症例検討１ (SGD)

11:30 12:00 症例検討２ (SGD)

12:00 ー12:05 休憩

12:05 ー12:20 Post-course test

12:20 ー12:30 閉会式：修了証授与

※学術集会参加の
有無は問いません

https://jsct48.jp/

救急診療に関わる
医療従事者

医師
看護師・薬剤師
救命救急士など

学術集会ホームページをご覧ください

若手・初学者
歓迎！

中毒診療の基礎を
体系的に学べる
チャンス！

E-learning（事前受講）

＋対面開催（半日）

24名（予定） 全プログラム受講者に
修了証を発行します

（税込）

（初回コース特別価格）

（事前受講）

（事前受講）

会場: 大阪大学 吹田キャンパス銀杏会館

7
8:30 - 12:30

Sun

26

第１回

https://jsct48.jp/
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